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会議名 釧路市障がい者自立支援協議会 第２回 教育・療育部会 

事務局 
釧路市障がい福祉課 

釧路市障がい者基幹相談支援センター 

開催日時 令和元年８月２８日(水) １５：００～１６：００ 

開催場所 釧路市役所 本庁舎 ２階会議室Ｂ 

出
席
者 

委 員 教育療育部会員～１１名 

その他 なし 

傍聴者 なし 

事務局 

釧路市障がい福祉課～森脇、辻野、山根 

釧路市障がい者基幹相談支援センター～金子、布田 

 

会議次第 

１．開会 

２．挨拶 釧路市障がい者自立支援協議会 

教育・療育部会長 井川 哲雄 

３．議事 

(１)事業所見学会の振り返り 

(２)合同部会について 

(３)その他 

４．閉会 
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【議事】 

(１)事業所見学会の振り返り 

○事務局より、今年度の開催結果について報告する。 

・７月２５日(木)～８月２日(金)までの平日７日間実施しており、協力して頂いた放課後等デイサービ

ス事業所は３５ヶ所。そのうち、２２ヶ所見学者が来ている。実人数としては３０名、延べ人数５０

名の参加であった。見学者の職種としては、小・中学校の先生、行政センターの保健師などが参加し

ており、見学会の日程以外での見学者もいた。特にトラブルなどなく終えているが、毎年見学者は５

０～６０名で推移しており、来年度も継続していく方向性。 

＜意見等＞ 

・部会員への周知が遅れてしまった状況があり、７月下旬で案内があると良い。 

→来年度は案内の遅れがないように対応する。 

 

(２)合同部会について 

○事務局より、今年度の合同部会について提案する。 

・合同部会について、当初は放課後等デイサービス事業所の質の向上を図る目的で、釧路総合振興局

から放課後等デイサービスガイドラインの説明会を行なった。その後は、児童に関わる立場として、

それぞれの立場や役割を知り、連携していくことを意識することや、昨年度は日常の支援や児童と

の関わりについてのミニ講座を開催。先日の放課後等デイサービスのつどい幹事会でも意見交換し

ているが、多職種の方と話をする機会が少ないこともあるので、専門職の話を聞きたい意見があっ

た。事務局としては、放課後等デイサービス事業所が増加していることもある為、今一度、ライフス

テージに関わる関係機関のつながりや、将来を見据えた児童の自立に向けて支援する視点を意識し

てパネルディスカッションを行う方向性を案として、意見をいただきたい。 

＜意見等＞ 

・関係機関だけではなく、診断を受ける前の親の話も聞く事が出来ると良いのではないか。事業所と

しても、親がどのように受け止めてきたのか、診断を受けた時にして欲しかった声掛け等話を聞く

事は大切な事ではないか。 

・パネルディスカッションで想定される関係機関については、どこを考えているか。 

→幼少期については、児童発達支援センターや健康推進課の保健師の関わりが考えられる。学童期

については、教育支援課、高校については卒後について見据えるとなればくしろ・ねむろ障がい者

就業・生活支援センターや基幹相談支援センターの関わりを想定。 

・相談支援事業所としては、将来の事については予め親と相談しながら対応している。 

・合同部会の日程については、１１月１５日(金)午前中で考えているが、パネラーの方の予定を確認し

ながら日程調整を行う。 

 

(３)その他 

○総合支援コーディネーターからの報告。 

・７月９日(火)に放課後等デイサービスのつどいを開催し、学校との連携についてグループディスカッ

ションを行っている。また、７月下旬には特別支援教育コーディネーターブロック会議へ参加。ブロ
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ック会議の中で放課後等デイサービス事業所との連携について意見交換しているが、学校によって

は送迎車の停め方について注意書きをする等の工夫をしている状況があり、昨年度よりは連携が促

進されていると感じた。一方で、家庭の変化についての情報共有では、どこまで放課後等デイサービ

ス事業所とすり合わせをしたら良いのかという意見もあったが、今後の目標としては、学校と放課

後等デイサービス事業所の連携について、最低限のルールを作ることを進めていきたい。 

＜意見等＞ 

・放課後等デイサービス事業所の現状について、学校へのアプローチとして、放課後等デイサービス

事業所として来ているのか、保育所等訪問支援として来ているのか真の目的が見えない事がある。

外部との連携強化、個別の教育支援計画マリーモの活用についても、本人主導でどのように考えて

行くかが課題になる。 

・今後は、教育と福祉の連携がより一層必要になる。 

・放課後等デイサービス事業所としては、学校へ入りにくいという話もあるが、福祉としても教育の

事を知っていく必要がある。 

 

○研修会の案内について 

・９月２１日(土)１３時より、横浜市東部地域療育センター診療部心理士 安倍 陽子氏を講師として

釧路町保健福祉センター あいぱーるにて、研修会を開催予定。 

 

 

 

以上 


